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研究実績 

の概要 

構造性発色は微細構造に起因し，光の干渉や回折など物理的現象による発色現象であ

り，生物に多く見られる．生物の構造性発色から微細構造を解明し，見える色を推測でき

れば，従来にない波長フィルタ，装飾素材などの開発や設計が期待できる．構造性発色を

伴う微細構造は薄膜，多層膜，回折格子に分類され，多層膜，回折格子による発色は反射

率が大きい基本共振波長による場合が多い．一方，薄膜の場合，反射率は大きくないが，

高次の強め合う干渉条件を満たす複数の反射ピーク波長が可視光波長域に存在するため，

見える色の推測は簡単ではない．このような理由から，薄膜による色相を数値的に扱った

研究は少ないようである． 

本研究では，薄膜の構造性発色について，視感度による色の推測が困難な場合があるこ

とを示し，色相の簡便な推測方法として主波長，補色主波長を用いる方法を提案した． 

薄膜としてハトの首の羽毛の外皮を想定した．反射光の見える色は人の視感度(等色関

数)に依存するので，薄膜の反射特性を計算し，反射率と等色関数の積から色の推測が簡

単ではない場合があることを考察した．色の推測が困難な場合には，主波長，補色主波長

を求めれば色を推測できることを示した．しかし，この方法では視覚的に色を表記できな



 

いため，CIE XYZ色空間の 3 刺激値をsRGB 色座標に変換して視認できる色を図 1 のよ

うに sRGB色座標を計算し，色表記した．同図とハトの首の羽毛の色を比較することによ

り，sRGBによる手順の有効性を示した． 

さらに，薄膜の高次の干渉条件を利用した交互多層膜が薄膜における複数の反射ピーク

波長を維持した波長選択性を有することを計算により示した． 

 

図 1  薄膜のsRGB色座標による表色 
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